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展
覧
会
・
展
示
会

《
百
花
堂
》
■
仏
像
彫
刻
朋
友
会
５
日
〜

10
日
■
第
２
回
ヴ
ュ
展
12
日
〜
17
日　

■
南
宋
会
19
日
〜
24
日　

■
吉
田
公
之

介 

織
展
26
日
〜
12
月
１
日

《
民
藝
画
廊
》
■
国
造
焼
親
子
三
人
展
20

日
〜
24
日 

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
第
64
回
米
子―

鳥
取
間
駅
伝
大
会
７
日
・
８
日

《
市
営
ラ
グ
ビ
ー
場
》
■
第
89
回
全
国
高

等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
鳥
取
県
予
選
大
会
１

日
・
８
日
・
22
日　

■
鳥
取
県
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
２
０
０
９
高
校
サ
ッ
カ
ー
大
会

７
日　

■
鳥
取
県
ラ
グ
ビ
ー
リ
ー
グ
15

日　

■
全
国
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
鳥
取
県
予

選
会
22
日

《
市
営
関
金
多
目
的
広
場
》
■
倉
吉
市
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
忘
年
大
会
16
日

　

KURAYOSHI MUSEUM
倉吉博物館

　KURAYOSHI CITY LIBRARY

市立図書館

●本のリサイクル市
《倉吉市立図書館》

と　き： １１月３日（火・祝）午前１０時～

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

《せきがね図書館》

と　き： １１月７日（土）午後１時～

ところ：関金総合文化センター

●中部読書活動推進フォーラム
と　き： １１月１５日（日）

①菱
ひしき

木 晃
あきらこ

子講演会 午前１０時３０分～正午

演　題： 私とスウェーデンの子どもの本

～ニルスやピッピと出会って～

ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

※講演終了後、サイン会を行います。

※ 入場整理券が必要です。倉吉市立図書

館、せきがね図書館で配布しています。

遠隔地の人は、取り置きをします。

②絵本を楽しもう 午後１時３０分～３時

パネルシアター、人形劇など親子で遊ぼう！  ☆おやつ付☆

ところ：倉吉交流プラザ　第1研修室

●「スウェーデン児童文学フェア」※同時開催　
と　き：１１月５日（木）～２９日（日）

ところ：倉吉交流プラザ　エントランスホール

●わらべ館童謡コンサート
と　き： １１月２３日（月・祝）午後１時３０分～

ところ：倉吉交流プラザ　視聴覚ホール

倉吉市立図書館
　あ 47―1183
　い 47―1180
せきがね図書館
　あ/い45―2523
http://www.lib.city.kur
ayoshi.lg.jp/

■１１月の自然ウォッチング

☆天神川のサケを見よう☆
　天神川を下って行ったサケの稚魚が故郷に帰ってくる

時期になりました。サケは北の海でエビや小魚を食べ、４

年間かけて１，０００倍以上の重さに成長します。そして、

子孫を残すために遠い海

を泳いで帰って来ます。

故郷の天神川を覚えてい

るのです。そんなサケに

出会いに行きませんか。

　メスが卵を産むための

産
さんらんしょう

卵床を掘っている姿

や、サケのカップルの産

卵シーンなどに遭遇でき

るかもしれません。

と　き：１１月８日（日）

　　      午前１０時～正午ごろ

ところ：河北中学校裏　天神川河川敷

           （河川敷へは、小田橋北側から下りられます）

※当日は汚れてもよい服装・履物で参加してください

～展覧会のご案内～

◎第５３回鳥取県美術展覧会

前　期：１１月７日（土）～１３日（金）

　　　（洋画・版画・彫刻・写真）

後　期：１１月１７日（火）～２３日（月・祝）

　　　（日本画・書道・工芸・彫刻・デザイン）

入館料：無 料　

※会期中は、休館日なし

◎国際写真サロン展

１１月２６日（木）～１２月６日（日）

◎レンズがとらえたあの頃の鳥取県

１１月２８日（土）～１２月２０日（日）

■１１月の休館日
　２日（月）、４日（水）、１６日（月）、２４日（火）、３０日（月）
※問合せ先：倉吉博物館（あ２２―４４０９／ い２２―４４１５)

○

○ ◇

☆ △

○ ◇

１1月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
2・4・9・16・24・26・30日は休館日
□むかし話をきく会（14：00～）倉

○おはなしかい（14：00～）倉

◇あかちゃんのおはなしかい（11：00～）倉

△おはなしかい（10：30～）  関

☆ 菱木晃子講演会＆大人も子ども

も楽しめるおはなしかい  倉

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

▲菱木 晃子 さん

▲ 昨年の「天神川のサケを
見よう」の様子
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建築工事業 第４４２９号

設計事務所 第３―１９４７号



2009.11（22）

～できたよ、素敵なぼくの宝物～

第２２回「じどうかんまつり」

１０月１８日（日）

　会場となった上井児童センター・上井公民館には、親子連れ、友

達同士など、たくさんの子どもが訪れ、各コーナーで、思い思いに

工作などを楽しみました。これらの作品は、牛乳パック（パックン

魚つり）、石（ストーンペイント）など、日常生活で使い終わったも

のや自然のものが材料になってます。出来上がった作品は、どれも

色鮮やかで素敵なものばかり。子どもたちもとても嬉しそうでした。

～雨で一層しっとり、幻想的に～

第４回　山陰ＫＡＭＩあかり

１０月１７日（土）

　山陰KAMI あかりは、昔ながらの街並みを残す、白壁土蔵群一帯
に和紙のあかりを並べて楽しむイベントで、今年で４回目になり
ます。開会前に降った雨が路面を輝かせ、雰囲気を一層盛り上げ
る中、全国から公募された約９０点の和紙照明や、里見八犬伝を
モチーフにした「ＫＡＭＩ像（カミカタチ）」、和紙のトンネル、白
壁スクリーンアートなどのあかりが、夜の闇に幻想的に浮かび上
がり、訪れた人たちを魅了しました。

～清潔で快適な環境を目指して～

ごみゼロ全市一斉清掃

１０月１８日（日）

　たくさんの市民の皆さんのご協力をいただき、ごみゼロ全市一
斉清掃を行いました。
　日ごろからの地域活動により、公園・排水溝などきれいにして
いただいていますが、ポイ捨てが後を絶ちません。再生資源として
利用できるものは適切に分別し、市民一人ひとりの心がけで、限
られた資源を有効活用し、清潔で快適な地域環境を守っていきま
しょう。

～部落の完全解放と人権の確立を全市民の力で～

部落解放研究第３７回倉吉市集会

１０月１８日（日）

　今回から「部落解放研究倉吉市女性集会」と本集会が一本化さ
れ、新たなスタートをきった記念すべき集会となりました。
　倉吉未来中心大ホールで全体会が行われた後、参加者が６つの
分科会に分かれて、それぞれのテーマについて理解を深めました。
　各分科会では、「寸劇」「体験談」「グループ討議」などを通して、
同和問題をはじめ、子ども・高齢者・障がい者・男女などについ
ての人権問題と向き合う機会となりました。
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No.７

韓
国
の
世
界
遺
産　

後
編

　

紅
葉
が
き
れ
い
な
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
韓
国
は
、
９
月
末
か
ら

11
月
初
旬
ま
で
紅
葉
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
時
期
に
韓

国
に
行
き
、
世
界
遺
産
を
観
て
、

紅
葉
も
楽
し
め
た
ら
、
き
っ
と
い

い
旅
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
先
月
に
続
い
て
、
韓
国

の
世
界
遺
産
を
紹
介
し
ま
す
。
先

月
は
、
ソ
ウ
ル
近
郊
を
中
心
に
紹

介
し
ま
し
た
が
、
今
月
は
、
そ
の

ほ
か
の
地
域
と
、
無
形
遺
産
を
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
京
都
の
よ
う
に
町
全

体
が
世
界
遺
産
で
あ
る
慶
キ
ョ
ン
ジ
ュ州

歴
史

遺
跡
地
区
が
あ
り
ま
す
。
新シ
ル
ラ羅

時

代
の
首
都
で
あ
っ
た
慶
州
は
、
約

千
年
続
い
た
新
羅
の
都
と
し
て
の

遺
跡
や
、
当
時
、
盛
ん
に
な
っ

た
仏
教
遺
跡
が
、
町
の
あ
ち
こ
ち

に
あ
り
ま
す
。
中
で
も
仏プ
ル
グ
ッ
サ

国
寺
と

石ソ
ッ
ク
ラ
ム

窟
庵
は
、
町
と
別
に
世
界
遺
産

と
し
て
指
定
さ
れ
た
も
の
で
、
西

暦
７
５
１
年
に
建
て
始
め
、
７
７
４

年
に
完
成
さ
れ
ま
し
た
。
仏
国
寺

は
、
壬
辰
倭
乱（
文
禄
・
慶
長
の
役
）

に
焼
失
し
た
も
の
を
再
建
、
石
窟

庵
は
、
植
民
地
時
代
に
解
体
さ
れ

る
な
ど
し
て
、
本
来
の
優
れ
た
湿

度
調
節
機
能
な
ど
は
失
い
ま
し
た

が
、
完
成
当
時
の
仏
教
芸
術
や
建

築
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
が
そ
の
ま

ま
残
っ
て
い
ま
す
。

　

海ヘ

イ

ン

サ

印
寺
藏
テ
ヂ
ャ
ン
ギ
ョ
ン
パ
ン
ヂ
ョ
ン

經
板
殿
は
、
高コ
リ
ョ麗

時

代
末
期
、
元
の
侵
略
を
佛ぶ
つ

力（
仏

教
・
仏
様
の
力
）
で
防
ご
う
と
し

て
作
っ
た
八パ

ル
マ
ン
テ
ジ
ャ
ン
ギ
ョ
ン

萬
大
藏
經
を
保
管
す

る
建
物
で
す
。
当
時
の
建
築
様
式

と
８
万
枚
に
お
よ
ぶ
木
版
本
を
、

６
０
０
年
が
経
っ
た
今
で
も
自
然

の
力
だ
け
で
保
存
で
き
る
よ
う
に

作
ら
れ
た
技
術
な
ど
が
、
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
回
に
も
紹
介
し
た
支ド

ル

メ

ン

石
墓

遺
跡
は
、
ソ
ウ
ル
近
郊
以
外
に
、

高コ
チ
ャ
ン
グ
ン

敞
郡（
全チ
ョ
ル
ラ
ブ
ク
ト

羅
北
道
）、
和フ
ァ
ス
ン
グ
ン

順
郡

（
全チ
ョ
ル
ラ
ナ
ン
ド

羅
南
道
）
に
、
多
数
分
布
し
て

い
ま
す
。

　

無
形
遺
産
に
は
、
こ
の
コ
ー
ナ
ー

で
、
以
前
紹
介
し
た
江カ
ン
ヌ
ン陵
の
端

午
祭
、
世
界
遺
産
の
宗

チ
ョ
ン
ミ
ョ廟

で
年
に

一
回
行
わ
れ
る
宗
廟
祭
礼
と
、
そ

の
時
に
演
奏
さ
れ
る
宗
廟
祭
礼
楽

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
一
人
の
歌
い
手
が
、
一
人
の

鼓コ

ス手（
太
鼓
を
た
た
く
人
）
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
、
歌
・
セ
リ
フ
・
簡

単
な
動
き
を
交
え
て
口
演
す
る
、

パ
ン
ソ
リ
も
無
形
遺
産
と
し
て

２
０
０
３
年
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

民
衆
の
喜
怒
哀
楽
を
、
滑こ
っ
け
い稽
に
表

現
し
た
も
の
と
し
て
有
名
で
す
。

　

こ
れ
ら
世
界
遺
産
・
無
形
遺
産

以
外
に
も
、
多
数
の
記
録
遺
産
も

あ
り
ま
す
が
、
後
ほ
ど
、
ま
た
機

会
が
あ
れ
ば
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
ね
。

韓
国
の
暖
か
い
オ
ン
ド
ル
が
恋
し

く
な
り
ま
す
。

紅
葉
狩
り
に
行
き
ま
す
。

●
今
月
の
一
言
●

▲パンソリ

あ22-8167／い22-1638
生涯学習課

家庭教育⑪

だ
め
な
と
こ
ろ
を
責
め
る
よ
り
、
良
い
と

こ
ろ
を
見
つ
け
て
ほ
め
た
い

　

子
ど
も
に
大
切
な
の
は
、
自
信
と
自
分
を

大
切
に
す
る
力
で
す
。

　

そ
れ
は
植
物
の
根
の
よ
う
な
も
の
で
、
深

く
広
く
張
る
ほ
ど
大
き
な
実
り
を
も
た
ら
し

ま
す
。

　

表
面
的
な
こ
と
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

子
ど
も
の
成
長
を
信
じ
て
、
心
に
豊
か
な
水

を
与
え
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
そ
の
与
え
る
豊
か
な
水
と
は
子

ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
見
い
だ
し
、
ほ
め
る

こ
と
で
す
。

　

叱し
か

る
べ
き
と
き
は
叱
り
、
ほ
め
る
べ
き
と

き
は
き
ち
ん
と
ほ
め
る
。

　

ま
た
、
親
の
思
い
ど
お
り
に
行
動
し
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
子
な
り
の
工
夫
や
考
え

方
は
見
守
り
、
認
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

発
達
に
応
じ
て
、
子
ど
も
に
任
せ
る
部
分

を
次
第
に
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も

は
自
ら
の
成
長
を
実
感
し
、
自
信
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
た
ら
ほ
め
る
で
は

な
く
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
ほ
め
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

広
告
募
集
中
!!　
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吉
市
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合
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●倉吉市の人口
（基本台帳）

24,143人（－ 1）男

26,937人（－ 7）女

51,080人（－ 8）計

20,339世帯（＋ 5）

106人（－2）男

193人（＋1）女

299人（－1）計

  250世帯（－2）

●外国人登録者数

■仕事に行き詰ることは、たびたびありますが、そんな
時に励みになるのが同じ仕事をしている人たちの存在で
す。中部の自治体の広報担当者とは、年に数回しか会い
ませんが、会えば話が尽きません。自分と同じ失敗談や
苦労話を聞くと、それだけで「自分だけじゃないんだ」と
気持ちが軽くなります。彼らの力作（広報紙）が届くと、「自
分も頑張らんといけん」とやる気が出ます。勝手に思って
いるだけかもしれませんが、ありがたい存在です（Y.T）
■子どもの心も動かすのはなかなか難しいものです。
２歳になる息子は何でも自分でやりたい時期で、食事
を運ぶのも、服を脱ぐのも手伝ってもらうのが気に入
りません。つい親がパパッとやってしまうと、ぐずっ
てしまい逆に遅くなってしまいます。そんな時は耳元
で「おかしあげるよ～」と、良くないとは思いながらも毎
日のようにささやいてごきげんをとっています（A.T）

No.42

　西郷保育園の調理員を迎え、薬膳の知識を学び

ながら「心も身体も元気にする子どもの食べやす

いメニュー（野菜たっぷりスープ・かみかみサラ

ダなど）」を親子でクッキングしてみませんか？

と　き：１１月２７日（金）午前１０時～正午

ところ：子育て総合支援センター「おひさま」

対　象：離乳食後期以上の子どもと保護者（２５組）

　　　　※アレルギーのある場合は、相談してください。

講　師：安井 富美子さん 

申込期限：１１月２１日（土）
※申込・問合せ先：子育て総合支援センター「おひさま」
　（あ／い２２―３９１４）

薬膳で作る乳幼児食づくり

お

母
さん
と赤ちゃんのため

の育ちの広場

松
まつい

井　裕
ひろみ

美さん
 （羽合消防署・写真左）

松
まつもと

本　佳
よし え

江さん
 （西倉吉消防署・写真右）

松井さん―羽合消防署に勤務しています。男性の隊員と
同じように、火事・救急・救助に出動しています。現場に出る
ようになってから１年半が経ちましたが、同じ現場というのは
２度とありません。毎回、場所や状況が違う所に出動し、すぐ
に対応できる臨機応変さが求められるところに、この仕事の難
しさを感じています。
　学生時代はソフトボールをしていました。現在は中部消防の野
球部に所属しています。夢中で白球を追いかけるのが好きです。
松本さん―西倉吉消防署に勤務しています。女性消防
士？と驚かれる方もいらっしゃいますが、その名のとおり女性
消防士です！男性と同じように訓練をし、救急車や消防車に
乗って現場に出動もします。出動のない時は訓練をしたり、事
務仕事をしたりしています。
　つらい現場に出動することもありますが、「ありがとう」と
言っていただけた時はとてもうれしく、「頑張ろう！」と次への
エネルギーになります。
　趣味はスポーツです。中学校から陸上競技をしていて、最近
はソフトバレーもはじめました。体力の必要な仕事なのでト
レーニングが欠かせませんが、趣味がトレーニングにもなって
一石二鳥です。

松井さん―最近は、救急車とポンプ車の機関員（運転手）
になるための訓練を受けています。特にポンプ車は放水をする
特殊な車両ですので、仕組みや操作方法を勉強しています。ま
だ不慣れですが、先輩方に教えてもらい、早く一人前の機関員
になれるよう努力していきたいと思っています。
　将来は救急救命士になることが目標です。女性であることを
生かし、患者さんや家族の方に安心感を与えられるような救急
救命士になりたいと考えています。
松本さん―今の目標は救急車の機関員になることです。
安全で的確な運転ができるよう、走行訓練を重ねています。現
場に確実に早く行くために、地理も覚えなければいけません。
休みの日は道を覚えるために車でいろいろな所に行きます。近
くに住んでいても知らない場所がたくさんあり、いつも新しい
発見があります。運転技術と地理をしっかり身に付けてよい機
関員になれるよう頑張ります。

プロフィール：松井 さん … 昭和５６年生まれ／血液型 Ｏ型
　　　　　　　松本 さん … 昭和５９年生まれ／血液型 Ａ型

　

10
月
５
日（
月
）
に
、
生
活

学
科
住
居
・
デ
ザ
イ
ン
専
攻

１
年
生
19
人
が
、
成
徳
小
学

校
５
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